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柳
島
前
村
長
の
ご
退
任
の
後
を
引
き
継
ぎ
ま
し
て
、
１
月

２4
日
よ
り
、
大
鹿
村
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
重
責
に
対

し
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
職
責
を
全
う
で
き
ま

す
よ
う
全
力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

無
投
票
で
の
当
選
と
な
り
ま
し
た
が
、
村
長
選
挙
期
間
中

に
は
村
民
の
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
、
激
励
の
お
言
葉
、

ま
た
厳
し
い
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

選
挙
公
約
の
中
で
、
第
一
に
村
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾

け
し
っ
か
り
対
話
を
す
る
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
人
に
よ
っ

て
考
え
方
は
い
ろ
い
ろ
で
、
す
べ
て
の
ご
意
見
を
く
み
取
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
丁
寧
な
説
明
と
議
論
を
大
事

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
脅
威
が
い

ま
だ
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
な
か
な
か
難
し
い
状
況
の
中
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
、
い
ろ
い
ろ
な
手
法
を
工
夫

し
て
対
話
の
場
を
作
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
何

よ
り
私
自
身
が
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
気
安
く
な
ん
で
も
話
し

か
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
村
長
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
な
ど
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
代
の
村
長
さ
ん
が
手
掛
け
て
こ
ら
れ
た

施
策
に
よ
り
、村
営
施
設
の
整
備
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
も
、

か
な
り
手
厚
く
整
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
基
本
的

に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と

拾
い
上
げ
、
よ
り
き
め
細
か
く
柔
軟
に
、
迅
速
に
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
大
鹿
村
を
こ
れ
か
ら
も
持
続
的
に
守
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
移
住
・
定
住
さ
れ
る
方
や
交
流
人
口
を
確
保
し
村
民

の
皆
さ
ん
が
自
発
的
に
活
発
に
活
躍
で
き
る
パ
ワ
ー
を
維
持

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
意
欲
の
あ
る
村
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
と
が
力
を
合
わ
せ
、
都
会
の
暮
ら
し
で
疲
れ
た
人
を
癒

し
た
り
、
再
出
発
を
目
指
す
人
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
の
で
き

る
環
境
を
整
え
る
よ
う
な
村
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
、

そ
の
た
め
に
推
進
力
と
な
る
よ
う
な
「
村
づ
く
り
推
進
委
員

（
仮
称
）」
を
公
募
に
よ
り
集
ま
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
村
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
移
住
定
住
促
進
だ

け
で
な
く
自
然
災
害
な
ど
の
脅
威
か
ら
生
命
を
守
る
、
安
心

安
全
の
村
づ
く
り
と
い
う
視
点
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
集
落
の
機
能
を
強
化
・
維
持
す
る
こ
と
に
も
行
政
と

し
て
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
と
の
対

話
の
中
で
集
落
ご
と
の
将
来
展
望
を
語
り
合
っ
た
り
、
そ
ん

な
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
事
業
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

や
は
り
村
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
や
自
然
環
境
な
ど
へ
の

負
荷
低
減
を
事
業
者
に
求
め
な
が
ら
、
村
内
外
へ
の
情
報
提

供
を
迅
速
、
丁
寧
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
村
内
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
も
リ
ニ
ア
工
事
期
間

中
お
よ
び
開
業
後
を
見
据
え
た
産
業
振
興
策
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
大
鹿
村
の
課
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
が
、
当
面
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
脅
威
を
乗
り
越
え

な
く
て
は
話
が
始
ま
り
ま
せ
ん
し
、
今
後
は
感
染
症
リ
ス
ク

も
視
野
に
入
れ
た
村
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
先
ず
は
経

済
的
に
も
精
神
的
に
も
、
大
き
な
痛
手
を
負
っ
て
い
る
方
た

ち
に
対
し
村
行
政
と
し
て
積
極
的
に
迅
速
に
手
を
打
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
か
ら
も
村
に
対
し

遠
慮
な
く
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
村
議
会
議
員
を
１８
年
間
勤
め
て
き
た
と
は
い

え
、
行
政
を
横
か
ら
見
て
い
た
よ
う
な
も
の
で
す
の
で
、
初

め
は
手
探
り
の
よ
う
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
生
懸
命

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
指
導
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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選
挙
管
理
委
員
会
よ
り

大
鹿
村
長
選
挙
及
び
大
鹿
村

議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

　

１
月
１２
日
告
示
、
１
月
１７
日
投
開

票
の
両
選
挙
は
、
立
候
補
届
出
が
そ

れ
ぞ
れ
１
名
の
為
、
無
投
票
当
選
と

な
り
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

伊
波
ゆ
か
り
さ
ん
を
選
任

　

令
和
２
年
度
地
域
発
元
気
づ
く
り

支
援
金
を
活
用
し
鳥
倉
登
山
口
前
へ

登
山
情
報
施
設
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
情
報
施
設
内
に
は
登
山
者

カ
ー
ド
記
入
台
、
登
山
者
カ
ー
ド
投

函
ポ
ス
ト
の
他
、
情
報
共
有
用
の
掲

示
板
（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
）
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
掲
示
板
へ

登
山
者
や
関
係
者
の
皆
様
に
登
山
道

中
で
気
づ
い
た
点
等
を
書
い
て
い
た

だ
き
、
最
新
の
登
山
道
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
安
全
登
山
を
し
て
い
た

だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
登
山
道

へ
入
ら
れ
る
方
は
こ
ち
ら
の
掲
示
板

　

１
月
２８
日
に

開
か
れ
ま
し
た

第
１
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
大

　

２
０
２
７
年
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
開
業
が
予
定
さ
れ
長
野
県
駅
が

設
置
さ
れ
る
南
信
州
地
域
は
、
大
き

く
飛
躍
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

リ
ニ
ア
開
業
を
見
据
え
た
地
域
づ
く

り
を
町
村
の
枠
を
超
え
連
携
し
て
取

組
む
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
、北
部
５
町
村
の
地
域
づ
く

り
の
機
運
を
高
め
る
た
め
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
、感
染
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

大
鹿
村
長
選
挙

大
鹿
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙

◎
当
選
者

　

熊く
ま

谷が
い

　
英ひ

で

俊と
し

　　
　

５６
歳　

無
所
属　

新　

鹿
塩

　
　

任
期
：
令
和
３
年
１
月
２4
日
～

　
　
　
　
　

令
和
７
年
１
月
２３
日

◎
当
選
者

　

大お
お

倉く
ら

　
寛ひ

ろ
し

　
　

７１
歳　

無
所
属　

新　

鹿
塩

　
　

任
期
：
令
和
３
年
１
月
１２
日
～

　
　
　
　
　

令
和
５
年
４
月
３０
日

を
ご
活
用
・
ご
確
認
い
た
だ
き
、
登

山
後
は
道
中
で
気
づ
か
れ
た
点
等
あ

り
ま
し
た
ら
ご
記
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

鳥
倉
登
山
口
前
に
登
山
情
報

施
設
を
設
置
し
ま
し
た

（
元
気
づ
く
り
支
援
金
活
用
事
業
）

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
た

北
部
５
町
村
の
地
域
づ
く
り
』

鹿
村
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
に
伊

波
ゆ
か
り
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
令
和
３
年
２
月
１
日
か

ら
令
和
５
年
４
月
３０
日
ま
で
で
す
。

◯
日
時

　

３
月
３
日（
水
）

　

午
後
６
時
～
８
時

○
問
題
提
起

「
５
町
村
の
広
域
地
図
を
つ
な
げ

て
見
え
て
き
た
こ
と
」

○
基
調
講
演

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
地
域
経
営

～
７
年
後
へ
の
視
点
と
工
程
表
～
」

◦
講
師

　

青
森
大
学
教
授　

櫛
引
素
夫
先
生

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
リ
ニ
ア
時
代
の
下
伊
那
北
部

　

５
町
村
の
未
来
を
ど
う
描
く
か
」

◦
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

青
森
大
学
教
授　

櫛
引
素
夫
先
生

◦
パ
ネ
リ
ス
ト

　

大
鹿
歌
舞
伎
愛
好
会

　
　
　
　

森
下
敏
彦
氏　

他

◯
参
加
方
法

　

オ
ン
ラ
イ
ン（Y

ouTube Live

）

　

https://youtu.be/O
W

vki_FxhLQ

※
参
加
無
料
・
申
込
不
要
・
後
日
視

聴
可
・
ス
マ
ホ
視
聴
可

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　

３
９
ー
２
０
０
１



広報おおしか4

▢■▢ 国民年金からのお知らせ ▢■▢

年金受給者のみなさんへ ～年金源泉徴収票のお届けについて～
　税の申告相談時にご提出いただく年金源泉徴収票が、日本年金機構より１月中旬から受給者
の皆様宛に、順次発送されております。お手元に届いたら、割り当ての相談日まで大切に保管
をお願いします。なお、もしも源泉徴収票や準確定申告用源泉徴収票を、紛失したり破損した
場合には、再発行することができます。
○申請方法
• 電話で申請することができます。基礎年金番号が確認できるものをご用意のうえ、ねんきん

ダイヤル（0570−05−1165《ナビダイヤル》）もしくは飯田年金事務所（ ２２−３６4１）へ
ご連絡ください。

• ねんきんダイヤルをご利用された場合、受付から発送までに 2 週間程度かかります。お急ぎ
の場合は飯田年金事務所にお問い合わせください。

【問い合わせ先】上記についてのご不明点、国民年金のご相談・手続き等については
　　　　　　 役場　住民税務課　☎３９ー２００１　または飯田年金事務所まで

【ご不明な点・お問い合わせ先】役場 会計室　☎３９ー２００１まで

役場会計室から大切なお知らせ
「源泉徴収票」を納税相談・確定申告まで大切に保管してください

　令和２年１月１日から令和２年１２月３１日までの間に、大鹿村
からお支払いした報酬、手当、賃金、謝礼等の源泉徴収票を、
令和３年２月初旬に該当の方にお送りします。２月１６日からの
納税相談・確定申告の際に必ず必要となる書類ですので、申告
時まで無くさないよう大切に保管をお願いします。

※窓ロでの発行もできます。ご本人が来訪する際には、以下のものをご持参ください。
・年金手帳、年金証書または改定通知書など日本年金機構が送付した基礎年金番号がわかる書類
・本人確認ができる書類

※代理の方が手続される場合には、
・本人の委任状 ( 本人の署名・押印があるもの )　　・代理人の本人確認ができる書類
・本人の印鑑 ( 証明書等の ( 再 ) 交付を受けるときなど ) が必要です。

村税・料金 納付のお知らせ  毎月の料金 　◦保育料　◦介護保険料　◦住宅料　◦水道料
  　　　　　　◦後期高齢者医療保険料　◦その他利用料等　

 2月の口座振替  2月２５日（木）　 納付書納期限  3月１日（月）
 3月の口座振替  3月２５日（木）　 納付書納期限  3月31日（水）
★引き落とし日の前営業日までに口座をご確認ください。★納付書納付は、最寄りの金融機関又は役場会計にてお願いします。

課税月
税目（期） 4 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １０月 １１月 １２月 １ 月 ２月 ３月 備考

住民税普通徴収 １ ２ ３ 4 年４回
固 定 資 産 税 １ ２ ３ ４ 年４回
軽 自 動 車 税 １ 年１回
国民健康保険税 １ ２ ３ 4 ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 毎　月

2月はここ!! 3月はここ!!
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まだマイナンバーカードをお持ちでない方へ
ＱＲコード付き交付申請書が送付されます

　まだマイナンバーカードをお持ちでない方へ、オンライン申請が
可能なＱＲコード付き交付申請書を地方公共団体情報システム機構

（J-LIS）より、令和 3 年 3 月までに順次送付を行っています。
　交付申請書の右下にある QR コードをスマートフォンなどで読み
取り、メールアドレス、メール連絡者用氏名、顔写真データ、生年月
日を登録するだけで、オンラインで簡単に申請ができます。

⇨申請にあたり、口座番号など上記以外の個人情報の登録を求める
　ことは一切ありません。交付手数料は無料です。

　マイナンバーカードは令和３年 3 月から段階的に、健康保険証と
して利用できるようになります。また、令和 3 年 3 月末までにカー
ドの交付申請をした方には、マイナポイントが受けられる特典もあり
ます。この機会にぜひ、マイナンバーカードの申請をお願いします。

　マイナンバーカードを作りたいけれど、申請が不安な方は役場住民税務課の窓口にお越しく
ださい。申請のお手伝いをさせていただきます !!

　申請時に役場窓口で本人確認をして、概ね 1 か月後に作成後のカードが
郵送されてくるのをご自宅で受け取っていただけばＯＫです。

【申請時に持参するもの】
◦ＱＲコード付き申請書
◦マイナンバー通知カード（ある方のみ）
◦本人確認書類（顔写真付のものなら 1 点、顔写真付きの証明書をお持ちでない場合は 2 点）
◦住民基本台帳カード（※交付を受けている人のみ）
※マイナンバーカードの証明写真は来庁時に撮影します。
　（証明写真代が不要なためお得です！）

【ご不明な点等問い合わせ先】役場　住民税務課　住民係　☎３９－２００１　まで

QRコード付き交付申請書

役場住民税務課窓口において マイナンバーカードの申請サポート を行っています

申請時に本人確認ができれば、さらに簡単です！

自動車の登録・検査手続きはお早めに
　毎年、３月下旬は自動車の検査・登録申請が多く、窓口が大変混
み合います。車検の手続きは、１ヶ月前から受検できますので、な
るべく２月中に、廃車・名義変更等の手続きは、３月中旬までに申
請されるようお願いいたします。

【問い合わせ先】松本自動車検査登録事務所　（登録・検査）☎050－5540－2043

QRコード
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【第5回】　自宅でできるかんたん運動

ふらつき・つまずき・足がつったりする場合は足腰の強化と体ほぐしを行いましょう！

【台所で体操】　
◦ストレッチは気持ちよく伸びが感じられる心地よい強さを１０秒間、２回行います。
◦ほぐし、強化運動はゆっくり５～１０回を目安に。

①ふくらはぎ伸ばし

②肩と太もも裏伸ばし

公
民
館
関
連
事
業
の
延
期

及
び
中
止
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
次
の
事
業
に
つ

い
て
、
延
期
ま
た
は
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
を
予
定
さ
れ

て
い
た
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
延
期
】

◦
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

　
「
島
に
て
」

　
　
（
３
月
へ
延
期
）

◦
満
蒙
開
拓
の
お
話

　
　
（
３
月
へ
延
期
）

※
い
ず
れ
も
、中
止
の
可
能
性
あ
り
。

【
中
止
】

◦
第
３７
回
大
鹿
村
公
民
館

　

ク
ラ
ブ
発
表
会

小
学
生

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
マ
ビ
エ

展
示
会

　

公
民
館
で
は
、「
こ
ん
な
時
だ
か

ら
こ
そ
本
を
読
ん
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
願
い
、
子
ど

も
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
計
画
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
っ
て
、
大
鹿
小
学
校
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
児

童
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ア
マ
ビ
エ
を
多
数
描
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

次
の
内
容
で
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
小
学
生
の
力
作
を
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
！

【
展
示
期
間
】

　

２
月
２２
日（
月
）～
３
月
１２
日（
金
）

【
場
所
】

　

交
流
セ
ン
タ
ー（
土
・
日
・
祝 

休
館
）

【
そ
の
他
】

　

コ
ン
テ
ス
ト
を
同
時
開
催
し
ま

す
。
み
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
１０

品
選
ん
で
い
た
だ
き
、
投
票
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

投
票
数
に
応
じ
て
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
カ
ー
ド
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
マ
ビ

エ
を
掲
載
し
ま
す
。

①かかと上げ

⑤膝を曲げて 内回し・外回し④膝を伸ばして 内回し・外回し

③腕立て伏せ②ハーフスクワット

【問い合わせ先】大鹿村スポーツ推進委員会
☎３９－２１００

５
年
生
の
作
品

ストレッチ ほぐし・強化運動
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令
和
3
年
度

自
衛
官
等
採
用
案
内

◯
予
備
自
衛
官
補

（
知
識
や
技
能
を
活
か
し
、
予
備

自
衛
官
に
任
用
）

①
一
般

◦
資
格

　

１８
歳
以
上
３4
歳
未
満
の
者

◦
受
付
期
間

　

１
月
６
日（
水
）～
４
月
９
日（
金
）

◦
試
験
期
日

　

４
月
１７
日（
土
）～
２１
日（
水
）

　
（
い
ず
れ
か
１
日
指
定
）

②
技
能

◦
資
格

　

１８
歳
以
上
５５
歳
未
満
の
者

令
和
2
年
度
の
健
康
診
断
は

受
け
ま
し
た
か
？

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

（
一
般
コ
ー
ス
）学
生
募
集

　

４０
～
７４
歳
ま
で
の
方
は
、
特
定
健

診
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
３
月
３１
日
ま
で
に
健
診
を
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
原

因
と
言
わ
れ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に

着
目
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
覚

症
状
の
な
い
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
症
や
、
血
管
が
痛
む
こ
と
で

起
こ
る
脳
卒
中
・
心
臓
病
・
腎
臓
病

を
予
防
す
る
た
め
に
大
切
な
健
診
で

す
。
毎
年
受
け
る
こ
と
で
、
体
の
小

さ
な
変
化
に
早
い
段
階
で
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、
医
療

機
関
に
通
院
し
て
い
て
定
期
的
に
検

査
を
し
て
い
る
方
は
、
検
査
の
結
果

を
保
健
福
祉
課
の
窓
口
に
提
出
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
健
診
を
受
け
た
こ

と
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

保
健
福
祉
課

　

３
９
ー
２
０
０
１

　

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、
令
和

３
年
度
の
飯
伊
学
部
の
学
生
を
左
記

の
通
り
募
集
し
ま
す
。

◯
募
集
人
員
（
飯
伊
学
部
分
）

　

若
干
名

◯
対
象
者

　

概
ね
５０
歳
以
上

◯
修
学
期
間

　

２
年
間

　
（
年
間
１５
日
、
１
日
４
時
間
程
度
）

　
（
保
有
資
格
に
よ
り
異
な
る
。）

◦
受
付
期
間

　

１
月
６
日（
水
）～
４
月
９
日（
金
）

◦
試
験
期
日

　

４
月
１７
日（
土
）～
２１
日（
水
）

　
（
い
ず
れ
か
１
日
指
定
）

◯
自
衛
官
候
補
生

（
技
術
と
体
力
を
一
心
に
磨
く
任

期
制
自
衛
官
）

◦
資
格

　

１８
歳
以
上
３３
歳
未
満
の
者

◦
受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

※
高
校
生
の
受
付
は
、
７
月
１
日
以

降
と
な
り
ま
す
。

◦
試
験
期
日

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
併
せ
て
幹
部
候
補
生
、
医
科
・
歯

科
幹
部
等
の
募
集
も
行
い
ま
す
が

詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

飯
田
出
張
所

　

０
２
６
５
ー
２
２
ー
２
６
１
３

◯
受
講
料
等

　

年
間
１
２
０
０
０
円
（
予
定
）

（
教
材
費
・
自
治
会
活
動
費
は
別
途
）

◯
募
集
期
間

　

２
月
１
日（
月
）～
３
月
１
日（
月
）

郵
送
の
場
合
、
当
日
の
消
印
ま
で

有
効

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
別

途
追
加
募
集
を
検
討
）

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所　

福
祉
課

　

５
３
ー
０
４
７
４

　大鹿村では、20歳以上から健診を受ける
ことができます。40歳未満でも若いうちか
らの健診を心がけましょう。また、75歳以
上の方も、いくつになっても元気に過ごす
ために、健診で自分の健康状態を
確認することが大切です。
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　学習研究社の１５年ぶりに改定された図鑑『鉱物・
岩石・化石』の１１８ページと、名古屋市科学館の
西本昌司著『観察を楽しむ・特徴がわかる・岩石
図鑑』（ナツメ社）の１８２～１８７ページに、“鹿塩マ
イロナイト”をはじめ大鹿村の断層岩類や露頭の
写真、博物館の案内が掲載されました。どちらも

“断層岩”という項目のページです。今までの図
鑑で“断層岩”という区分はなかったので、ペー
ジを作るのに大鹿村中央構造線博物館が全面協力
しました。そのため断層岩のページに載っている
写真のほとんどは大鹿村のものです。

　断層岩とは、断層のずれで変形を受けた岩石のことです。内陸の断層で地震の震源になるの
は深さ１０ｋｍ（１万メートル）ぐらいのところですが、断層そのものはもっと深いところまで続
いています。震源より深いところでは地温が高いために岩石は壊れずに延びるように変形して
マイロナイトになります。震源になる深さでは岩石は砕けますが地下の高い圧力で固められ、
砕けたけれども固まった破砕岩（カタクレーサイト）という岩石になります。摩擦で瞬間的に
溶けた岩石はシュードタキライトといいます。地表近くではすりつぶされて断層粘土などにな
ります。
　大鹿村では、この４種類の断層岩類を全部見られます。このような場所は日本列島でもわず
かです。中央構造線が１億年にわたって再活動をくりかえしてきたことと、恐竜時代の白亜紀
に１万５０００メートル以上の深さだったところが現在では地表に出ていることとが、大鹿村でい
ろいろな深さでつくられた断層岩が見られる理由です。
　“鹿塩マイロナイト”は、日本で最初に命名された断層岩です。エドムント・ナウマンは、
１８８５年（明治１８年）にドイツに帰国後に出版した『日本群島の構造と起源について』という本
の中で中央構造線について書いていますが、この本には大鹿地域の地形と地質の概要も書かれ
ています。ナウマンと入れ替わりにドイツ留学から帰り、東京大学地質学科の日本人としての
初代教授になったのが原田豊吉です。原田は１８９０年（明治２３年）に中央構造線沿いの内帯側に
分布する特徴的な岩石を『鹿塩片麻岩（へんまがん）』と名付けました。この年は明治２２年の
鹿塩村・大河原村の再合併の翌年です。岩石名に「鹿塩」を付けたのは、当時の鹿塩川の河床
にとくに良く出ていたのかもしれません。今でも柳島の河床に出ています。
　原田は鹿塩片麻岩のもとの岩は火山灰が固まった凝灰岩だと考えたのですが、昭和初期の
１９３０年代には杉健一らによって、内帯側の花崗岩類が中央構造線に近づくにつれ鹿塩片麻岩に
移り変わっていくことが明らかにされ、鹿塩片麻岩は、花崗岩類が中央構造線のずれ動きでで
きた断層岩のマイロナイト（ミロナイト）になったものだと考えられました。１９4１年（昭和

図鑑に掲載された“鹿塩マイロナイト”と
大鹿村の岩石・露頭・博物館

大鹿村中央構造線博物館たより
１４１号

２０２１年２月発行
ＴＥＬ：（０２６５）３９−２２０５

ｓｔａｆｆ６９＠ｍｔｌ−ｍｕｓｅ．ｃｏｍ
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１６年）には小林貞一が鹿塩マイロナイトを造った中央構造線の最初の活動期を「鹿塩時階（じ
かい）」と名付けました。
　１９８０年代には、高温のため鉱物が細かく再結晶することで壊れずにゆっくり変形するという
マイロナイトの変形のしかたが明らかになり、鹿塩マイロナイトのもとの岩石やでき方につい
ての議論も決着しました。このころには岩石の微小な変形メカニズムの研究が進み、断層岩類
という区分も確立しました。
　鹿塩マイロナイトは、まだ日本列島が大陸から離れる前の中生代白亜紀の中央構造線の最初
の活動期の中で、９５００万年～８０００万年前ごろに地温が３００℃を超える深さ１５ｋｍ付近でおもに花
崗岩類が変形してできました。この温度では石英は再結晶して細かくなりますが長石はあまり
再結晶しません。そのため鹿塩マイロナイトは、もとの花崗岩の石英はすべて微細な結晶に変
わり、そのまま残った長石の白い斑点が目立つ岩石になっています。
　図鑑の断層岩のページに大鹿村が取り上げられるのは、有名な鹿塩マイロナイトがあること
と、多様な断層岩類が見られることが基本にありますが、大鹿村中央構造線博物館に断層岩の
展示コーナーを作ってきたことも大きいです。博物館では、中央構造線沿いのマイロナイトの
研究者である早稲田大学の高木秀雄教授の支援により、断層岩の展示を作ってきました。その
一部には飛騨地方や北海道の日高地方のマイロナイト、イギリスのシュードタキライトや、関
東平野の地下３５００メートルから採取された鹿塩マイロナイトも置いています。
　私（河本）も、高森山林道で、伊那山地の稜線から中央構造線に向かって近づくにつれ、片
麻岩と花崗岩のそれぞれについて、しだいにマイロナイトに変わってゆく様子を調査すること
ができました。マイロナイトはもとの岩石のちがいにより見かけが大きく異なるのですが、こ
の調査によりその様子が整理できたと思います。
　今の断層岩の展示は、まだ仮展示の状態なので、来年度にはより見やすいように完成させた
いと思っています。
　学習研究社の図鑑『鉱物・岩石・化石』と、名古屋市科学館の西本昌司著『観察を楽しむ・
特徴がわかる・岩石図鑑』は、ほかのページも見て楽しめます。大鹿小学校・大鹿中学校・交
流センターの図書室・公民館移動図書にも置いていただくことになっています。また、『地球
のお話３６５日』という１ページずつ読み切りの本も置いていただきます。どうぞ手に取ってご
らんください。（河本）

法
テ
ラ
ス
後
援　

司
法
書
士
に
よ
る
電
話
無
料
相
談

借
金
の
請
求
が
届
い
た
ら
放
置
し
な
い
で
！

「
昔
の
借
金
相
談
会
」

◯
日
時　

３
月
６
日（
土
）　

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

◯
相
談
方
法　

電
話
相
談

　

０
１
２
０
ー
４
４
８
ー
７
８
８（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

◯
相
談
料　

無
料

　

法
テ
ラ
ス
の
電
話
等
法
律
無
料
相
談
援
助
を
可
能
な

限
り
活
用
し
ま
す
（
同
一
の
相
談
で
法
テ
ラ
ス
の
援
助

を
利
用
で
き
る
の
は
３
回
ま
で
で
す
が
、
こ
の
う
ち
１

回
を
使
用
し
ま
す
）

　

ま
た
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
、
法
テ

ラ
ス
の
「
被
災
者
法
律
相
談
援
助
」
の
対
象
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
災
害
援
助
法
適
用
区
域
内
に
住
所
等
を
有

し
て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
資
力
要
件
を
問
わ
ず
無
料

で
法
律
相
談
援
助
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
本
電
話
相
談
会
で
は
、
法
テ
ラ
ス
の
右
記

い
ず
れ
の
援
助
対
象
に
も
該
当
し
な
い
相
談
者
の
方
で

あ
っ
て
も
、
相
談
料
は
無
料
と
い
た
し
ま
す
。

◯
相
談
例

◦
昔
借
り
た
借
金
の
請
求
が
来
た
け
ど
払
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
だ
ろ
う
か
？

◦
借
り
た
覚
え
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
借
金
の
請
求
が
来
た

け
ど
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？

◦
認
知
症
の
父
に
借
金
の
請
求
が
き
て
い
る
が
ど
う
し
た

ら
い
い
だ
ろ
う
か
？

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
司
法
書
士
会
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